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「社会理解」の構築


•  社会を理解し、社会に対して判断する 
– 情報処理過程⇒単なる符号化ではなく、情報を積
極的に「意味づける」 

– 外部にある社会のコピーの作成ではなく、社会の
表象を頭の中に「構築」する 

– 社会理解＝構築過程の特徴は？ 
•  「社会的判断・推論」には、さまざまな「バイアス」が見ら
れる・・・バイアスの観点から考えるアプローチ 

•  「構築した理解」に基づく相互作用 
– 理解の差から来る、すれ違い




社会的判断におけるバイアス


•  羅列すると・・・ 

•  既存の知識に合うように判断する 
•  少数の事例からのみ判断する 
•  極端な情報、目立つ情報に引きずられる 
•  自分の都合の良いように解釈する 
•  自分が標準・基準・多数派であると考える 
•  感情と一致するように判断が行われる 

など・・・




知識を当てはめて世界を構成する 
（唐沢2002）


•  Aさんに関する情報→趣味、最近の行動、性
格など 

•  それに加えて 

•  2週間後に「記憶テスト」


Aさんは22歳、この3月に女子大
を卒業しました。


Aさんは72歳、この3月に夫
と金婚式を祝いました。




年齢イメージと一致する記憶


•  もともとの文章がイメージと一致
するように「記憶」される 

•  変わった服装をしている人に目
が行く・体のことを考え食べ物
には気をつけている・・・ 

•  女子大生→流行のものを身につ
けている人に目が行く・体型の
ことを考え食べ物には気をつけ
ている・・・ 

•  高齢者特性→行儀の悪い人に
目が行く・血圧のことを考え食
べ物には気をつけている・・・


誤り数合計




カテゴリー情報と行動の解釈


•  カテゴリーに関する「知識（ステレオタイプ）」の影響 

•  子供が他の子供から消しゴムを取る行動(Sagar et al.,80) 

– 黒人→暴力的（Aggressive) 
– 白人→自己主張が強い（Assertive) 

•  何気ない日常の行動(Langer et al, 74) 

– 普通の人→普通（Normal） 
– 精神病患者→不適応（Maladjusted) 
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DEMOCRATIC UNDERGROUND.COM http://
www.democraticunderground.com/ 

http://www.democraticunderground.com/discuss/duboard.php?
az=view_all&address=132x5105985 

•  Remember Hurricane Katrina? Remember this? 
It‘s ’finding‘ for a white person, ’looting‘ for a 
black person. Ｉ remember during Katrina all of 
the hostility and resentment directed against 
black people, the racism coming to the surface 
across the nation, barely even bothering to 
disguise itself. ・・・・・・・　When our privilege gets 
challenged and pointed out, a hell of a lot of 
nasty defensiveness comes out. Racism is real. 
It still exists.  



バイアスについて： 
適応的観点からの議論


•  知識を用いる⇒ある意味、あたりまえ 
– そもそも外界を「整理して」認知的し、理解すること
の道具であり、結果である 

– 知識を用いて、効率よく処理することの重要性 
•  エラーやバイアスは「適応的心の仕組みの副産
物」 
– 認知経済的合理性 
– しかし、「間違いは間違い」だし、偏見的反応のよう
に、他者にネガティブな影響も生じる　　　




偏見排除努力の効果 
（Friend & Vinson,1974） 

•  模擬法廷場面：ある女性が交通事故を起こし、
歩行者をひき殺した→どの程度の刑罰？ 
– ハロー効果：ルックスが良いと性格も良いと見ら
れる 

•  回答時の教示と女性の魅力操作 
– 教示：普通回答群、偏見排除群 

• 特に教示なく回答させる 
•  「偏見をできるだけ排除して」「女性に対しても同程度の
厳しい罰を与える」ことを約束させて回答させる 

– 魅力：高魅力群、低魅力群




逆の方向のバイアス


刑の長さ

ハロー効果
 過剰修正




バイアスを排除できるか？


•  「間違い」は良くない・偏見的反応は良くない 
– バイアスを排除するように「努力｣すれば、何とか
なるのか？ 

•  もちろんしないよりはまし 
•  しかし、困難さも知るべき 

•  バイアスがもたらす問題の可能性を知る 
•  相互作用への影響は？




自分に都合よく考えることの結果


•  自分をよいものと思いたいという動機⇒さまざまな自
己奉仕的バイアス(e.g.,Weinstein,1980) 

•  平均点以上効果 
– 好ましい特性について、基準値に対して相対的自己評価
⇒評価の平均＞基準値 

•  非現実的楽観主義 
– 良いこと、悪いことが、将来自分に平均より多く起こるか、
少なく起こるか 

– 良いこと→平均以上、悪いこと→平均以下 
•  自分に都合よく考える⇒精神的には良いこと？　前
向きに生活できる？




ポジティブ幻想


•  現実よりも自分はよいという「幻想」を抱くこと
で精神的健康を得る（Taylor & Brown, 1988） 

•  抑うつ状態⇒楽観的な見方ができない 
– 抑うつでない人よりも「現実」どおりの判断をする
（Alloy & Abramson, 1979 ） 

•  相互作用に反映されると、時にはネガティブな
シナリオへと発展




行動の原因帰属と対人態度 
（Karasawa,1995）　


•  自分と他者の情報解釈の違い⇒ 
•  相互作用で表出される態度と相手に対して期待する
態度とのずれ 

•  自分の望ましくない行動　vs. 他人の望ましくない行
動・・・・原因の推論が異なるのか？ 
– 自分の性格のせいではなく状況要因のせい 
– 自分が「よい人間」であることを暗黙に意味する都合のよ
い解釈 

•  ネガティブな感情表出の原因帰属？ 
•  帰属と対人態度は？




相互作用のすれ違い


•  良くないことが起こり、自分
が・他人が「怒っている・い
らいらしている・落ち込んで
いる」場面を想定 

•  その理由は？ 

•  周りの人があなたを拒絶す
る程度？ 

•  あなたがその人を拒絶する
程度？


拒絶度




シナリオの一例


•  ツマ：職場でやなことがあって、ほんとうにもぉ！家で
くらい、いたわって欲しいわよね（と思いながら、不
機嫌） 

•  夫：なんじゃ、その不機嫌な態度。暗い性格やな～
（と考えて冷たい態度をとる） 

•  ツマ：なによっ！その冷たい態度は。もう、嫌な人！
（と、さらに怒る・・・でも、この怒りは「夫のせい」） 

•  夫：こいつ、態度悪いよなー（ツマが怒っているのは、
ツマの性格がよろしくないからと思い、さらに冷たく
なる）




ステレオタイプの自己実現


•  「他者に関する情報処理」の特性 
•  単に、他者に関する情報を受け取り、その人
の印象を作るだけではなく、その印象に基づ
いた対人行動を行う 

•  われわれの相互作用における行動は独立で
はなく、それぞれが相互依存 
– 相手のしたことに対して自分も行動する 
– 相手がどう行動するかで自分の行動が変わる




魅力によるステレオタイプの効果 
(Snyder et al., 77) 

•  男女学生の参加者をペアにして、電話での会
話を行わせる 

•  男性に「相手の女性の写真」を渡す 
•  魅力的な写真 vs. 魅力的でない写真 
•  会話を録音して、「女性の発言」部分のみを
第3者に聞かせて評定させる 

•  「魅力的な」女性は「魅力的でない」女性に比
べて、暖かく、友好的、ユーモアがあり楽しい
感じであると評定された




個々人の情報処理過程を考える意味


•  社会心理学が扱う心的過程 
– 個人内過程 

•  自己・他者・集団に対する判断や態度形成など、社会的情報処理
のあり方 

– 対人間過程 
•  対人行動・人間関係・相互影響過程など、人と人との相互作用の
あり方 

– 集団過程 
•  集団内における行動や集団関係など、集団の存在ゆえに生じる行
動や関係の特性 

•  社会を「表象する」人⇔表象に基づく行動により作り
上げられる社会
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